
概要

 



 ネット声優

ネット声優を使うメリット

 



ネット声優を使うデメリット、制作者側の問題点



自主制作ＣＧアニメに声をあてる

実際の例
○「URDA―ウルダー」2002年 ロマのフ比嘉監督



○「スペースネコシアター」 2008年 青木純監督



○「ロボと少女(仮)」 2010年 アオキタクト監督 

制作 田中翔子さん ちきねさん 



プロダクションに所属せずとも 
アニメや映像に声をあてられる時代

自主制作に出演したのがきっかけで



デジタル合成音声の登場



最後に


